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※新庁舎建設に伴う予算が、令和8年度～令和
11年度までの継続費として計上されています。

(4L続費) 庁舎整備事業 年割額

令和 8年度 68,800

令和 9年度 127,200

令和10年度 924,000

令和11年度 630,000

合 計 1,750,000

(議会からの主な提言)
・ふるさと納税の寄付額の減少については、原因をしっかりと分析し対策を図られたい。
・実証実験を実施するエビ陸上養殖等の新規事業では、期待される効果が達成されるよう注視すること。

(歳出のグラフ)  ⑫公債費 440,246
○諸支出金 1

⑭予備費 9,540

①災害復旧費 3,850 69,778

①教育費 808,238

③,肖 F方費 282,766
1,192,838

③土木費 925,270

②商コニ費 144,708
③民豊三費 1,927,940

③農林水産業費 412,033 ⑤労働費 10 ④衛全三費 467,782 (単位 :千円)

【新庁舎建設に対する討論】

(賛成意見)。 現庁舎は耐震基準が満たされておらず、かつ亀裂が入っている箇所がある。
・新庁舎建設により、防災拠点を兼ねた庁舎を造ることができる。

(反対意見)。 4ヶ年総額17億 5千万円の建設費となり、若い世代への負担が大きい。
・耐震化されていない水道管や小中一貫校の校舎建設など、他に優先すべき事業があるのでは。
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令和 8年度 特別会計予算

令和 8年度 企業会計予算
水道事業会計予算 下水道事業会計予算

※水道事業において、初の赤字予算となっている。

3月議会で決まった主なもの 1醤
① 役場新庁舎建設計画

令和 8年度、デザイン&ビルド方式による公募 (4月 )⇒ 契約 (12月 )⇒ 令和 9年度～11年度 (児童体
育館解体・設計・建設)⇒ 令和12年 2月供用開始予定
※デザイン&ビル ド方式とは、設計と施工を同一の事業者が一括して請け負い、工期短縮やコス ト縮
減が期待できる方法です。

② てん茶工場改築及び増設
・JA茶工場改築 (赤木地区)   約 7億円 (町補助金約 3,000万円)
。フオーテイーズ増設 (八反田地区)約 6億円 (町補助金約 2,500万円)
③ 水道料金の基本料減免 令和 8年 6月分から令和 9年 1月 分まで 8ケ月間実施。

④ 商業施設の進出の作 図書室、学童保育所の跡地にドラッグス トアモリの進出が予定されています。(令
和 8年 3月 26日協定書締結 )

⑤ 公共共施設使用料の値上tず 総合会館
施されます。

文化ホール・総合グランド等の使用料金の改定が10月 から実

③消防団条例の改正
ます。

これまで無報酬だった補助団員に令和 8年度から年額 18,000円の報酬が支払われ

② バイオ トイレの購入について 河川公園やすらぎの里に、来訪者の利便性向上と災害時に非常用 トイ
レとして活用できるバイオ トイレ (3,190万 円)を購入設置する。
賛成意見 :特別仕様であるため、コ価格は妥当性があるものである。
反対意見 :市販のもの (数百万円)に比べ、値段が超高額であり、随意契約であること。災害時に活用

困難である。

①歳入

令和 8年度 一 般 会 計 予 算
②歳出 (千円)

款 令和 8年度 令和 7年度 上ヒ草交 款 令和 8年度 令不Bフ 年度 上ヒ車交

町税 949,453 938,196 11,257 議会費 69,778 67,687 2ゥ 091

地方贈与税 67,257 70ゥ252 △ 2,995 総務費 1,192,838 1,577,404 △ 384,566

利子割交付金 1,200 410 790 民生費 1,927,940 1ゥ 748,475 179ゥ 465

配当割交付金 5ゥ990 2,540 3,450 衛生費 467,782 4319151 36ゥ 631

株式等譲渡所得割交付金 10ゥ 880 7,700 3,180 労働費 10 10 0

法人事業税交付金 10,900 11,000 △ 10o 農林水産業費 412,033 312,482 99,551

地方消費税交付金 227,700 199,000 28,700 商工費 144,708 101,274 43,434

ゴルフ場利用税交付金 6,650 6ゥ 500 150 土木費 925,270 885ぅ681 39,589

環境性能割交付金 1 6,600 △ 6,599 消防費 282,766 250,211 32,555

固有提供施設等所在市阿村助成交付金 1,448 1,410 38 教育費 808,238 753ぅ 095 55,143

地方特例交付金 14,790 4,150 10,640 災害復旧費 3,850 3,757 93

地方交付税 2,210,000 2,120,000 90,000 公債費 440,246 435,846 4,400

交通安全対策特別交付金 724 783 △ 59 諸支出金 1 1 0

分担金及び負担金 5ゥ 237 4,986 251 予備費 9,540 9,726 △ 186

使用料及び手数料 59,371 58,085 1,286 歳 出合 計 6,685,000 6,576ゥ 800 108,200

□庫支出金 869,775 759,765 110,010

県支出金 538,272 490ぅ933 47,339

財産収入 20,072 15,083 4,989

寄附金 200,887 400,052 △ 199,165

繰入金 475,502 512,160 △ 36,658

繰越金 50,000 44,000 6,000

諸収入 237,591 246,395 △ 8,804

日丁債 721,300 676,800 44,500

歳 入 合 計 6,685,000 6,576,800 108,200

公共用地等取得造成事業特別会計 40万円

国民健康保健事業特別会計 10億 7500万円

介護保険事業特別会計 8億 4000万円

後期高齢者医療特別会計 1億 6000万円

収益的収入

収益的支出

貧本的収入

資本的支出

2億 4206万円

2イ意5351万円

1億 4561万円

1億 9621万円

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

3億 1419万円

2億 8729万円

2億 9567万円

8億 9830万円

賛 否 表
○賛成 0反 対

尾 上 児 玉 構 吉 永 大 安 大 石 □ 木
審議の

結 果

一般会計当初予算 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可 決

賛 否 表
○賛成  0反 対

尾 上 児 玉 構 吉 永 大 安 大 石 □ 木
審議の

結 果

補 正 予 算 ○ ○ ○ 〇 ● 〇 可 決
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●
新庁舎建設、耐震化された既存の

施設活用ではダメなの?

● 震度6,7に耐えうる新庁舎がX要です

完済までの町民年齢の変遷

大石 俊郎
おおいし   としろう

町
民
へ
の
説
明
、十
分
な
の
？

［議
員
］

各
地
区
の
町
政
懇
談
会
は
５

つ
の
テ
ー
マ
で
約
１
時
間
で
し

た
。
２５
地
区
で
実
施
さ
れ
、
参

加
者
は
５
５
９
名
で
し
た
。

阿
内
有
権
者
数
の
約
９
％
の

参
加
者
で
す
。
そ
の
数
で
、
説

明
責
任
を
十
分
栗
た
さ
れ
た
と

い
う
認
調
で
し
よ
う
か
。

［阿
長
］

町
政
懇
談
会
、
区
長
会
、
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情

報
発
信
な
ど
新
庁
合
建
設
の
賜

要
性
、
財
源
等
に
つ
い
て
、
可

能
な
限
り
阿
民
に
対
し
て
丁
寧

な
説
明
に
努
め
、　
一
定
の
理
解

は
得
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

阿
民
の
声
、　
一
部
紹
介

①

お
金
は
大
文
夫
な
の

②

阿
の
人
□
は
河
っ
て
い
く
の

に
、
倍
金
は
返
せ
る
の

③

◆
あ
る
建
物
を
活
用
し
た
ら

い
い
ん
じ
や
な
い
の

④

Ａ
Ｉ
活
用
で
職
員
を
多
く
必

要
と
し
な
い
時
代
が
来
る
の

に
、
大
き
な
新
庁
合
は
賜
要

な
の

［議
員
］

今
後
、
説
明
会
実
施
影
定
は
。

［阿
長
］

◆
後
と
も
、
撼
要
な
情
報
提

供
に
努
め
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
後
の
説
明
会
は
硯
時
点
で
は

ラ
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

［議
員
］

来
年
４
月
に
は
町
長
選
挙
が

あ
り
ま
す
。

①
小
中

一
買
校
の
校
合
建
設

②
耐
震
化
さ
れ
て
い
な
い
８
割

強
の
水
道
管
整
備

こ
れ
ら
の
優
先
を
選
挙
の
争
点

と
し
て
出
馬
さ
れ
る
ん
が
お
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

企
業

へ
の
発
注
時
期
を
来
年

６
月
以
降
に
変
更
さ
れ
る
お
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

［阿
長
］

◆
ま
で
フ
千
万
円
ぐ
ら
い
設

計
や
基
本
計
画
に
使

っ
て
き
ま

し
た
。
◆
、
止
め
る
の
は
ど
う

か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

［議
員
］

総
工
費
用
は
、
町
政
懇
談
会

の
説
明
で
は
１７
億
円
以
内
、
全

員
協
議
会
で
は
約
１９
億
円
。

児
重
体
育
館
の
解
体
費
用
は

町
政
懇
談
会
で
は
含
む
と
、
全

員
協
議
会
で
は
含
ま
な
い
と
説

明
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ど
ち
ら
が
正
し
い
の
で
す
か
。

［阿
長
］

（色
々
笞
介
し
て
お
ら
れ
た

が
不
明
確
な
奮
弁
で
し
た
）

［議
員
］

地
殉
債
倍
入
金
は
８
億
円
と

な

っ
て
い
ま
す
。
今
後
変
更
は

な
い
の
で
す
か
。

［税
財
政
課
長
］

硯
時
点

で
は
８
億
円
で
す
。

将
来
的
に
財
政
シ

ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
た
結
果
、
１０
億
円
倍

り
入
れ
て
も
問
題
点
は
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

［議
員
］

固
定
金
利
は
１
，
９
％

で
３０

年
間

一
定
と
説
明
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
本
当
に
こ
の
条
件
で

僧
り
ら
れ
ま
す
か
。

［町
長
］

金
利
は
３
．
２５
％

一
定

で
起

債
を
考
え
て
い
ま
す
。

［議
員
］

８
億
円
を
固
定
金
利
を
１
．
９

％
、
３０
年
間
借
り
た
と
し
ま

し
よ
う
。
金
利
の
合
計
額
は
。

［阿
長
］

２
億
８
千
万
円
と
な
り
ま
す
。

［議
員
］

工
業
団
地
が
出
来
、
多
く
の

企
業
進
出
が
確
実
に
な

っ
て
か

ら
建
設
さ
れ
て
は
ど
う
で
す
か
。

［阿
長
］

議
会
も
議
決
し
て
い
ま
す
。

◆
度
の
ラ
算
に
お
い
て
も
、
否

決
す
る
か
、
可
決
す
る
か
を
協

議
し
て
頂
き
た
い
。

［議
員
］

「彼
杵
児
重
体
育
館
を
弱
し

て
欲
し
い
」
と
い
う
町
民
の
声

に
対
す
る
お
考
え
は
。

［町
長
］

財
政
上

（新
し
い
体
育
館
を
）

す
ぐ
に
は
建
設
出
来
な
い
。
学

校
の
体
宙
館
を
昼
間
は
子
供
達

に
、
夜
は
社
会
体
冑
館
と
し
て

の
活
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

［議
員
］

新
庁
含
建
設
か
。
小
中

一
買

校
校
合
建
設
か
。
ま
た
８
割
強

に
及
ぶ
耐
震
化
さ
れ
て
い
な
い

水
道
営
の
整
備
が
優
先
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
さ
れ
る

お
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

［阿
長
］

小
中

一
蔓
校
含
建
設
を
優
先

す
べ
き
か
は
、
地
域
に
入

っ
て

意
見
を
聞
き
た
い
。

9

暉

現在年齢 15歳の方

新庁含完成時期 18歳

僧金返済開始時期 24戚

返済完了時期 48戚
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3ntttB』会は←う名が登壇

P.5
(大石議員 )

1 新庁含建設計画について

P.6
(橋議員)

1 区長の役害」及び情報提供について
2 民生委員・児童委員の役害」等について

P.7  1
(児玉議員) 2

ふるさと納税について

行政情報発信について

P.8
(大安議員 )

1 蔵本9号線における法面等の亀裂と陥没について
2 公民館等に備畜されている、畠味期[艮七刀れとなる「非常用品目」の処理
と関備畜について

3 工業団地 (仮称)の推進について

1 阿長の施政万針に対する質 P口]

3月 5日の一般質問傍聴者は30名でした
(本稿は、質問者の責任で作成しています。)

※一般質問の動画 (DVD)は 、図書室 (歴史民俗資料館内)にて貸出を行っています !

P.9
(□木議員)



しS、るさと納税の激減はなぜ ?●●
広報ひがしそのぎ半減に伴う、
町からの情報提供発信は ．

′
ユ与
ｒ
壁

● 中間事業者の変更によるもの。

ふるさと納税の仕組み (イメージ)

寄付金

50%以上  約20% 約30%

税収の向上

(地元特産品)

返ネし品として人気のある地元特産品の一音[
長崎和牛 (阿内産)

工業製品(阿内産の包丁)

養殖まぐろ

児玉 隆行

ホームペース インフォカナル、町公式ラ
イン、インスタグラム、NBCデータ放送、
デジタル化でのB清報発信している。
●

こだま たかゆきひろみつ

朧構 浩光

ふ
る
さ
と
納
税
の
激
河
は

な
ぜ
？

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
自
分

が
住
ん
で
い
る
自
治
体
以
外
の

市
や
阿
を
、
納
税
で
応
援
す
る

制
度
で
す
。

「納
税
」
と
い
う
言
葉
が
つ
い

て
い
ま
す
が
、実
際
に
は
「寄
付
」

を
す
る
こ
と
で
、
そ
の
地
域
の

特
産
品
な
ど
を
返
礼
品
と
し
て

受
け
取
れ
る
利
点
が
あ
り
、
多

く
の
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

【東
彼
杵
阿
の
メ
リ
ッ
ト
Ｈ
】

①

税
収
の
向
上

②

地
元
産
業
の
活
性
化

③

町
の
Ｐ
Ｒ
、
関
係
人
口
の

創
出
な
ど
が
期
侍
さ
れ
て

い
ま
す
。

［議
員
］

寄
付
金

の
運
用
規
定

で
は
、

返
礼
品
（約
３０
％
）
、
そ
の
他
経

費
（約
２０
％
）
、
蒻
額
は
阿
の
収

入
（５０
％
以
上
）
と
な
る
仕
組
み

で
間
違
い
な
い
で
す
か
。

［阿
長
］

そ
の
仕
組
み
で
す
。

域
化性

地
渚

［議
員
］

な
ぜ
、
支
援
業
務
を
行
う
中

間
業
者
の
変
更
が
行
わ
れ
た
の

で
す
か
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

で
決
め
ら
れ
た
評
価
星
準
は
？

ど
こ
が
優
れ
て
い
た
の
で
す
か
。

［税
財
政
課
長
］

業
務
実
績
な
ど
１１
の
評
価
頂

目
で
実
施
し
て
い
ま
す
。　
一
番

大
き
な
要
因
は
、
委
託
料
が
安

価
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

［議
員
］

大
幅
に
減
額
と
な

っ
た
原
因

は
何
か
？

調
査

・
分
析
を
実
施

さ
れ
た
の
で
す
か
。

［阿
長
］

業
者
変

更

で
サ
イ
ト

の
レ

援
、
阿
づ
く
り
応
援
補
助
金
、

地
以
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
交
付

金
等
の
取
組
み
を
通
じ
持
続
可

能
な
運
営
を
考
え
た
い
。

［議
員
］

区
長
会
長
の
委
嘱
件
数
及
び

対
応
策
に
つ
い
て
。

［阿
長
］

委
嘱
件
数
１４
件
、
町
以
外
か

ら
５
件
、
合
計
１９
件
。
条
例
規

則
に
基
く
も
の
以
外
は
、
副
会

長
や
他
の
役
員
さ
ん
に
対
応
を

訴
定
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
占
力重
委
員
の

役
割
等
は
？

［議
員
］

常
利
７
年
１１
月
３０
日
改
選
に

ょ
り
２３
名
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

再
任
新
任
の
人
数
は
。

［
阿
長
］

◆
回
の
改
正
で
再
任
１１
名
、

新
任
１２
名
に
な
り
ま
す
。

［議
員
］

民
生
委
員
さ
ん
の
業
務
内
容
、

活
動
日
数
は
。

［
町
長
］

住
民
の
生
活
状
態
を
朗
要
に

応
じ
適
切
に
把
握
し

て
お
く

事
。
援
助
を
朗
要
と
す
る
者
が
、

自
立
し
た
道
を
生
活
が
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
相
談
に
応
じ

る
事
。
援
助
を
朗
要
と
す
る
者

が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
賜
要
な
情

報
提
供
を
行
う
事
。
社
会
福
祉

活
動
を
行
う
事
業
と
運
撓
し
支

ビ

ュ
ー
が
無
く
な

っ
た
こ
と
が

最
大
の
原
因
と
老
え
ま
す
。

［議
員
］

急
激
な
減
少
で
、
協
力
さ
れ

て
い
た
地

元
事
業
者

の
モ
チ

ベ
ー
シ

ョ
ン
は
低
下
し
、
経
済

的
損
失
も
甚
大
で
あ
る
。
町
は

ど
う
感
じ
て
い
ま
す
か
。

［阿
長
］

誡
に
申
し
訳
な
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

［議
員
］

大
幅
に
減
額
し
た
責
任
は
？

ど
の
様
な
対
策

・
対
応
を
さ
れ

ま
す
か
。

［
阿
長
］

頑
張

っ
て
来
年
、
再
来
年
ま

で
に
傷
活
さ
せ
る
こ
と
が
阿
長

の
壷
任
と
考
え
ま
す
。

行

政

情

報

の

経

費

は

？

［議
員
］

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
発
信
さ
れ

る
情
報
ツ
ー
ル
の
経
費
と
毎
月

発
行
さ
れ
て
い
る
広
報
紙
の
経

費
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

［阿
長
］

ＨＰ
や
イ
ン
フ
オ
カ
ナ
ル
、
ラ

イ

ン
等

の
総
額

で
約

１
千

万

円
、
広
報
紙
は
製
作
警
一と
肥
布

経
警
一で
約
３
１
０
万
円
で
す
。

［議
員
］

毎
月
配
布
に
戻
す
こ
と
は
？

［阿
長
］

意
見
が
多
け
れ
ば
、
再
考
し

ま
す
。

援
活
動
を
す

る
事
。
活
動

日
数
は
年
間

延
べ
４
２
５

「

日

活

動
、

平
均
日
数
１

８
５
日
と
な
り
ま
す
。

［議
員
］

見
守
り
活
動
で
意
思
疎
通
が

困
難
な
方
の
対
応
は
。

［
町
長
］

民
生
委
員
さ
ん
は
、　
一
人
で

抱
え
こ
ま
な
い
で
、
役
場
や
専

門
機
関
へ
繋
ぐ
よ
う
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
又
、
福
祉
部
署

や
専
門
機
関
と
連
撓
し
バ
ツ
ク

ア
ツ
プ
を
図
り
安
心
し
て
活
動

で
き
る
よ
う
関
係
づ
く
り
に
努

め
い
き
た
い
。

［議
員
］

民
生
児
童
委
員
さ
ん
の
活
動

周
知
府
法
に
つ
い
て
。

［阿
長
］

円
滑
な
活
動
に
向
け
、
広
報

ひ
が
し
そ
の
ぎ
に
、
定
期
的
に

記
事
の
掲
動
、
各
種
爆
体
で
普

及
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

［議
員
］

民
生
委
員
さ
ん
の
活
動
費
は
、

月
１
２
０
０
０
円
と
間
い
て
い

ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
代
の
高
騰
、

働
き
方
改
革
で
阿
費
の
追
加
補

助
が
で
き
な
い
か
。

［阿
長
］

民
生
児
童
委
員
協
議
会
と
検

討
し
た
い
。

［議
員
］

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
雪
付

金
は
ど
う
推
移
し
て
い
る
の
か

お
尋
ね
し
ま
す
。

［阿
長
］

令
利
フ
年
度
は
、
大
幅
に
河

少
し
て
い
ま
す
。

要
因
は
、
中
間
事
業
者
を
変

更
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

（令
利
５
年
度
）

約
３
億
９
千
万
円

（令
利
６
年
度
）

約
３
億
３
千
万
円

（令
和
フ
年
度

・
２
月
末
現
在
）

約
６
干
万
円

区
長
の
役
割
及
び

情
報
提
供
は
？

［議
員
］

令
和
２
年
自
治
法
改
正
に
よ

り
区
長
さ
ん
の
身
分
及
び
業
務

活
動
の
変
更
は
。

［阿
長
］

法
改
正
に
伴
い
特
別
職
の
範

囲
が
、
法
律
上
、
特
別
職
に
明

確
に
該
当
し
な
い
。
東
彼
杵
阿

事
務
連
絡
に
関
す
る
規
珊
に
基

づ
き
行
政
上
、
隊
要
と
す
る
事

務
は
変
更
し
て
い
ま
せ
ん
。

［議
員
］

区
長
さ
ん
の
報
償
費
の
根
拠
、

加
欝
額
、
見
直
し
は
。

［阿
長
］

区
長
さ
ん
の
報
償
の
支
給
額

は
、
均
等
割
１５
万
５
千
円
、
加

入
割
は
、
自
治
会
保
険
に
加
入

す
る
世
帯
数
に
１
５
０
０
円
を

乗
じ
て
得
た
額
、
距
離
割
は
、
役

場
か
ら
各
地
区
公
民
館
ま
で
の

直
線
距
離
に
「
ｋｍ
当
た
り
１
万

円
を
算
定
し
て
い
ま
す
。
区
長

報
償
費
の
増
額
を
検
討
し
ま
克

［議
員
］

新
年
度
か
ら
の
広
報
ひ
が
し

そ
の
ぎ
の
発
行
回
数
及
び
減
ら

さ
れ
た
要
因
、
費
用
減
少
は
。

［阿
長
］

限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用

と
職
員
の
業
務
員
担
軽
河
、
広

報
誌
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式

ラ
イ
ン
、
民
間
デ
ー
タ
放
送
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
情
報
発
信
が
進

ん
で
い
る
事
か
ら
広
報
誌
の
発

行
は
、
奇
数
月
の
年
６
回
。
経

書
一削
河
額
は
、
年
間
約
１
３
フ

万
円
。

［議
員
］

情
報
提
供
の
方
法
は
。

［阿
長
］

広
報
誌
は
、
２
か
月
に
１
回

の
発
行
と
な
り
ま
す
が
、
賜
要

な
情
報
を
簡
潔
に
掲
動
す
る
事
、

詳
細
情
報
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
誘
導
す
る
。

ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
で
発
信

す
る
。

［議
員
］

情
報
発
信
に
つ
い
て
。

［阿
長
］

令
利
フ
年
４
月
か
ら
２
月
ま

で
の
デ

ー
タ

配
信
、
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

ー

５
５
０
件
、
イ

ン

フ
ォ
カ
ナ
ル
４
２
０
件
、
公
式

ラ
イ
ン
ー
５
０
件
、
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
８
件
、
Ｎ

Ｂ
Ｃ
デ

ー
タ
放

送
フ
２
０
件
。

［議
員
］

区
長
さ
ん

の

担
い
手
不
足
つ
い
て
。

［
阿
長
］

若
い
世
代
の
転
出
や
高
齢
化

で
、
区
長
選
出
に
苦
蛹
さ
れ
て

い
る
。
区
長
や
自
治
会
役
員
の

員
担
軽
河
、
業
務

の
見
直
し
、

文
書
の
簡
素
化
、
デ
ジ
タ
ル
化

推
進
、
地
域
活
動
の
財
政
的
支

試算による寄付金の比較 (1朗算金額 )

※寄付金は千万円単位、その他は百万円単位で四捨五入としていま現
また、実際の金額とは異なりま現

寄付金 (A)
町の収入
(AX50%)

返礼品
(AX30%)

令和6年度(B) 3億 3千万円 1億 6千5百万円 9千9百万円

令和7年度(C) 6千万円 3千万円 4千8百万円

差額(C)― (B) △2億7千万円△十億3千5百万円 △8千 1百万円

町の収入 経費 返ネし品

ゴ註躍〔
=l
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● 養殖バナメイエビの活用法は?● 蔵本9号線の安全性の不安払拭は?

C罰 道の駅でカロエし返礼品にしたい九州電力、建設業者、町建設課で

協議する!●
くち き   しゅん じだいあん   よしかず

日本 俊大安 義和

保
育
園
留
学
と
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
で
し
よ
う
か

［議
員
］

都
市
部
に
す
む
子
育
て
世
代

が
、
阿
肉
の
宿
泊
施
設
に
滞
在

し
な
が
ら
こ
ど
も
園
に

一
定
期

間
留
学
す
る
事
業
と
思
い
ま
す

が
、
ど
こ
か
の
自
治
体
と
運
携

し
て
の
事
業
で
し
よ
う
か
。

［町
長
］

子
育
て
世
需
を
タ
ー
ゲ

ツ
ト

に
保
育
体
験

。
移
住
体
駁

。
く

ら
し
体
験
を
子
ど
も
主
役

の

パ
ツ
ケ
ー
ジ
で
本
阿
含
め
九
州

で
は
熊
本
、
宮
幡
、
鹿
児
島
な

ど
‐８
自
治
体
で
実
施
す
る
広
域

事
業
に
な
り
ま
す
。

［総
務
課
長
］

こ
の
事
業
は
１８
自
治
体
の
広

期
連
撓
と
し
て
申
請
を
し
て
補

助
金
、
事
業
計
画
を
し

一
括
し

て
鹿
児
島
県
錦
江
阿
が
代
表
監

事
と
し
て
国
の
方
に
提
出
を
し

ま
す
。
本
阿
か
ら
も
企
画
係

・

こ
ど
も
健
康
課
の
職
員
が
視
察

に
行

っ
て
い
る
。

［議
員
］

担
当
課
は
こ
ど
も
健
康
課
と

理
解
し
て
い
い
で
し
よ
う
か
。

［総
務
課
長
］

こ
の
事
業
の
目
的
は
関
係
人

□
づ
く
り
、
将
来
的
に
移
住
を

狙

っ
て
い
る
。
移
住
の
施
策
と

い
う
こ
と
で
総
務
課
が
主
幹
と

な

っ
て
行
う
。

農
林
水
産
業
へ
の
支
援
策
は

［議
員
］

全

国
的

に
抹
茶
ブ

ー
ム
に

な

っ
て
い
る
が
◆
後
国
内
で
も

増
加
す
る
と
考
え
て
お
ら
れ
ま

す
か
。

［阿
長
］

全
国
的
に
そ

っ
ち
の
有
向
に

流
れ
て
行

っ
て
い
る
。
嬉
野
市

も
◆
年
度
か
ら
工
場
建
設
に
取

り
組
ま
れ
ま
す
。
リ
ー
フ
茶
の

園
地
が
限
茶
に
代
わ

つ
て
し
ま

え
ば
、
厳
し
い
状
況
に
な
る
と

思
う
。
消
費
者
の
方
も
肇
戒
を

さ
れ
て
い
ま
す

［議
員
］

お
茶
を
戒
培
さ
れ
て
い
る
方

で
曝
茶

に
切
り
替
え
た

い
と

思

っ
て
い
る
就
培
農
家
の
万
は

お
ら
れ
な
い
の
か
。

［産
業
振
興
課
長
］

例
在
ま
で
情
報
は
入

っ
て
き

て
い
な
い
。

［議
員
］

世
界
的
な
抹
茶
ブ
ー
ム
で
海

外

へ
輸
出
を
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
で
も
輸
出
を

考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

［産
業
振
興
課
長
］

計
画
は
あ
る
よ
う
で
す
。

［議
員
］

バ
ナ
メ
イ
エ
ビ
の
養
殖
業
者

は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
定
す
る

の
か
。

［産
業
振
興
課
長
］

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
決
定

し
ま
す

［議
員
］

養
殖
事
業
が
順
調
に
進
ん
だ

場
合
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と

し
て
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

［阿
長
］

道

の
駅

の
加

工
所

で
真
空

パ
ツ
ク
処
理
を
し
て
活
用
し
た

い
。
ま
た
、
道
の
駅
で
も
販
売

を
し
て
い
き
た
い
。

消
防
３
分
回
へ
の
準
中
型

免
許
種
痘
へ
の
補
助
は

［議
員
］

３
分
団
の
消
防
車
は
普
通
車

の
免
許
で
は
運
転
で
き
な
い
の

で
補
助
を
さ
れ
る
が
準
中
型
と

の
違
い
は
、
ま
た
他
の
分
団
ヘ

の
取
得
補
助
は
。

［総
務
課
長
］

普
通
免
許
は
重
量
３
．
５
ｔ

未
満
、
積
動
量
２
ｔ
未
満
、
準

中
型
、
重
量
３
．
５
ｔ
以
上
、
穫

動
量
フ
，
５
ｔ
未
満
に
な

っ
て

い
る
。
３
分
団
に
も
補
助
団
員

も
お
ら
れ
る
の
で
他
の
介
団
ヘ

の
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

生
ゴ
‐
ゝ

ど
ず

ど

!!ヽ す導

［議
員
］

全
国
の
１８
自
治
体
と
の
連
携

は
ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
ら
れ

る
の
か
。

蔵
本
９
号
線
の
安
全
性
は
？

［議
員
］

地
域
住
民
の
生
活
道
路
で
あ

り
、
通
学
路
、
農
道
で
も
あ
る

こ
の
阿
道
は
、
九
電
の
鉄
塔
工

事
に
伴
い
、
大
型
の
重
機
や
車

両
等
の
往
来
に
よ
り
、
特
に
起

点
か
ら
住
居
が
あ
る
約
４
０
０

ｍ
ま
で
は
、
陥
没
や
法
面
等
の

大
小
の
亀
裂
が
散
見
さ
れ
、
道

路
環
境
が

一
変
し
、
そ
の
安
全

性
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
が
。

［町
長
］

蔵
本
９
号
線
は
、
地
以
住
民

の
生
活
道
路
で
あ
り
、
建
設
課

に
対
し
て
、
安
全
確
保
を
優
先

し
羽
場
管
理
の
徹
底
を
指
示
し

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
例
場
で
の
陥
没
、
亀

裂
等
が
通
行
に
支
障
が
あ
れ
ば

九
州
電
力
、
施
工
業
者
、
建
設

課
の
３
者
協
議
に
て
、
敷
鉄
板

等
の
あ
要
な
措
置
を
講
じ
ま
寛

ま
た
工
事
期
間
中
で
も
、
通

行
等
に
危
険
が
認
め
ら
れ
る
場

合
は
、
財
要
に
応
じ
て
直
ち
に
、

復
旧
工
事
や
安
全
対
策
を
講
じ

ま
す
。

備
蓄
さ
れ
て
い
る
「非
常
用

品
目
」の
措
置
と
今
後
は
？

［議
員
］

賞
味
期
限
が
、
弱
す
と
こ
ろ

百
数
十
日
と
な
る
、
備
畜
品
の

処
理
廊
法
と
、
再
備
畜
さ
れ
る

非
常
用
品
目
の
、
翁
利
８
年
度

の
影
算
額
、
備
蓄
数
量
及
び
備

畜
場
所
は
。

［阿
長
］

処
理
菊
法
は
、
各
自
治
体
の

イ
ベ
ン
ト
や
集
会
等
で
配
布
す

る
。
ま
た
、
各
地
区
の
防
災
訓

練
の
際
に
試
食
し
て
頂
く
事
を

考
え
て
い
る
。
使
途
が
な
い
場

合
に
は
、
役
場
が
副
取
り
、
子

供
食
堂
な
ど
の
施
設
へ
の
活
用

方
法
も
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ま

で
の
実
績
に
よ
り
、

阿
全
以
で
同
時
に
多
発
的
な
災

害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
低
い

こ
と
か
ら
、
令
利
２
年
度
の
半

介
と
し
、
飲
料
水
１
４
１
万
３

千
円
、
命
料
品
３
３
４
万
６
千

円
、
総
額
４
７
５
万
９
千
円
、
（甲

利
２
年
度
備
畜
の
半
分
で
あ
る
。

備
畜
場
所
は
前
回
と
同
様
と

し
た
い
が
、
区
長
と
も
調
整
を

図
り
た
い
。
ま
た
、
阿
民
へ
の

周
知
は
、
広
報
紙
や
各
種
情
報

ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
い
。

工
業
回
地
（仮
称
）の

推
進
は
？

［議
員
］

２
月
５
日

の
長
崎
新
間
に

「開
発
足
踏
み
、
地
権
者
ら
不
安
」

と
の
記
事
が
記
載
さ
れ
ま
し
た
。

長
崎
県
は
、
元
国
交
省
局
長
、

副
知
事
経
験
と
い
う
キ
ャ
リ
ア

を
持
つ
、
新
知
事
時
代
に
は
い

り
ま
す
が
、
工
業
団
地
の
膠
着

を
鑑
み
れ
ば
、
早
期
に
新
知
事

へ
の
表
敬
を
兼
ね
て
、
陳
情
を

模
索
さ
れ
る
べ
き
と
思
い
ま
す

が
。
［阿
長
］

新
知
事
が
就
任
さ
れ
た
後

に
、　
一
日
で
も
早
く
陳
情
、
要

望
に
赴
き
た

い
と
思

っ
て
い

る
。
こ
の
事
業
が
前
に
進
む
よ

う
に
、
長
崎
県
と
も
積
極
的
に

連
携
を
図
り
ま
す
。

陳
情
に
は
、
地
元
県
議
並

に
議

長
と
も
日
程
を

調
整

て
、
引
き
続
き
連
絡
を
取

っ

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

等

轍tゝゴ
導
勇
ａ
響

ひび割れ

備畜場所

鉄塔 大型重機

アルフアー米・飲料水

て しび
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町 内 現 地 調 査 報 告

総務厚生常任委員会
―

令利8年 2月 10日大型商業施設誘致推進事業に伴う学重保育にこにこはうす、阿営バス
デマンドバス待機所及びシルバー人材センターの 3施設の移転状況について調査しました。

1 学重保甫にこにこはうす
(1)移転に要した費用

フ01万 6千円
(2)要望事頂等

屋外での運動場設置、職員及び保護者用駐車場の不

足、防犯上の観点から監視カメラの設置、照明スイッ

チが 2階にあり不便、各階個別スイッチに、児童手
洗い場が少ない、児童迎えには祖父母、幼児連れの

保護者のため、現在の 3階から2階への移動など多
数改善要望がありました。

2 阿/式ス・デマンドバス待機所
(1)移転に要した費用

460万 フ千円
(2)要望事頂等

事務所近傍への適切な照明設備の設置、常続的に駐

車している自家用車への対応、日丁ノヽス駐車場 1台ノ刀＼

の増設及び団丁バス駐車場の屋根設置など改善要望が

ありました。

3 シルバー人材センター
(1)移転に要した費用

221万 円
(2)要望事頂等

近年、仕事量河少により赤字状態が続いているため、

補日/も金 (王見在250万 円)増額の要望がありました。
(3)その他

本来の購入目的であつた整形外科医院等の誘致のた

めにも、妥当な移転先が見いだされた場合、早期移

設が望まれます。
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産業建設文教常任委員会

令利8年 2月 10日干綿が丘団地のI見地調査をしました。
l LDKが 10戸、2 LDKが 6戸、3 LDK(小 )が 2戸、及
び 3 LDK(大 )6戸の計24戸が新たに造られ、間取り、内

装品、装備品等を確認しました。駄土也団地からの移転者は

13世帯で、移転費用は阿が負担し、家賃を5年間で徐々

に上げていく緩利措置は、移転者から理解を得られるよう

な丁寧な説明が賜要との意見がありました。

Ｅ
汀
鵬
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東彼杵郡消防団連合出初式

連合出初式 (3町合同)は、3年に一度開催され放水演習がサ|1棚港で行われました。

二十歳を祝う会 町民駅伝大会

令和フ年度に二十歳を迎える対象者は、男32名・女39名で合計71名でした。 今年は一般の部10チーム、オープンの部5チームが出場し
沿道から熱い声援が送られていました。

町民綱引大会

&

今年は中学校 6チームを含む24チームが参加 (近年では最多数)。 白熱した戦いで盛り上がりました。

各議員が 1月～3月のイベン トに参加 した写真の一部を掲載 しています。

令和8年4用 東そのぎ議会だより No.194



【著|,舌名】ブ1)ッジボーイズ&K
(ブ Iジッジは橋の詰地区の「橋」をとって)

【部員数】7名        .一
【部 発 足 】平成 27年 6月 (2015年 )こ

橋
黙護慧 ‐

【練 習 日 】 (基本)毎月第 2・ 第 4水曜日 翁 19時～

(随時)ステージ出演前1か月は、簿週水曜日

【主な活動】
7月「海の日コンサート」、12月「クリスマスコンサート」、
「地区敬老会」に招待されての演奏を基本に、より多くの

歌を阿民に届けていきます。最近は「オカリナの里」様と

もコラボいただき、楽しい演奏会ができています。

町内の地区行事や施設への慰問など出演のご要望とかあり

ましたら、お声かけ下さい。

♪

―

）

ヨ

テ〕

ヨ

【今後の目標】
発足して10年を迎えた記念事業として、昨年7月文化ホールで「10周年記念コンサート」を開きました。

今後も15年、20年と長生きして沢山の演奏発表ができるオヤジバンドを目指したいと思います。

【主1薯 (田中利和会長)からの一言】
「学校の校歌を歌おう」と、文化ホールでの「2015じげもんライブ」に出演し、はや11年目。これまで
88曲の歌を練習し、各地で70回近くの歌、演奏をお届けできました。今後も沢山の歌や演奏の楽しさを、

町民皆さんにお届けできるよう練習を重ね、歌で癒されるまちづくりができたらなあと思つています。

阿民の皆様に「見やすい」、「読みやすい」紙面づくりを目指しています。

(議会広報編集常任委員会)
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「10周年記念コンサート」公演
・ 帯

索

,こ

|「海の日コンサート」公演
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